
「インフォームド」というのは、イン
フォメーションのインフォームドであ
り、「情報公開」のことです。
特に、これは医師と患者さんの関係を

意味するものですから、医師が自分の患
者さんに対して、その患者さんが必要と
する、もしくは知りたがっているすべて
の情報を公開することを前提とする、
「インフォームド」の部分です。
「コンセント」というのは、「同意」

なのですが、実は、医者の勧めることを
聞いて、「はい、わかりました。そうし
ましょう」というのではなく、「医者の
与えてくれたたくさんの情報の中から、
理解して自分の都合のよい方向を選択し

て決定する」という意味だそうです。
そうであれば、一方的に説明をしただ

けでは“インフォームドコンセント”を
実行したとはいえないのではないでしょ
うか。一方的に決まった説明をするので
あれば、書面で渡せばよいのです。納得、
理解して合意してもらうためには、患者
さん側からの質問を聞く必要がありま
す。その質問は患者さんが特に知りたい
ことなのですから、それに対して“答え
る”“わかりやすく説明する”という行
為が必要でしょう。
つまり、相手に合わせた双方向のコミ

ュニケーションが必要だということで
す。
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インフォームドコンセントは
双方向コミュニケーション

先日、新聞の読者の欄でこんな話を読
みました。
Ａさんは最近身体の不調が気になり始

め、不安を感じたので、この機会に検診
を受けようとある病院を訪ねました。
検査が終わり、診断結果を２時間待っ

てやっと自分の番が回ってきました。診
察室に入ると、その病院の医師は一方的
に症状や現状について説明を始めまし
た。
説明が終わったので、やっと気になる

ことについて質問したのですが、「大丈
夫です」の一言で、それ以上詳しく症状
などについて聞いてくれません。そこで
もう一度気になることを具体的に言い直
してみたのですが、やはり「大丈夫です」
の一言で、Ａさんへの説明は終わってし
まいました。
Ａさんは気になっていることが、何か

他に考えられる病気や原因があるのでは
ないか、大丈夫というのなら、なぜ大丈
夫なのか、などを質問して、もう少し納
得いく説明が欲しかったのです。
結局、それができずに不安を抱えたま

ま、不満を感じて部屋を出てきました。
その後、他の検査も申し込んでいました
が、受けないまま帰りました。そして、
その病院へは２度と行きたくないと思っ
たそうです。
“インフォームドコンセント”という

ことが言われ始めて随分たちますが、本
当に正しいインフォームドコンセントは
どれぐらい行われているのでしょうか。
インフォームドコンセントという言葉

は最近、新聞・雑誌等でよく見られます
が、インフォームドコンセントという言
葉自体は、「説明と同意」と訳されてい
ます。
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